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夕方からは多いに親睦

をはかりまくりましたｗ

④ 宿泊先 大東ふるさと分校

８
月
24
～
25
日
、
毎
年
恒
例
の
社
員
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
職
務
へ
の
新
た
な
動

機
付
け
の
一
環
と
し
て
他
社
を
視
察
す
る
こ
と
に
よ
り
良
い
事
例
を
学
び
、
自
社
の
発
展

に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
環
境
整
備
さ
ま
（
盛
岡
）
岩
手
砕
石
さ
ま
、
ス
パ
ッ

ト
北
上
さ
ま
と
3
社
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
を
考
え
た
設
備
投
資
や
新
事
業
、
工
場
内
の
５

Ｓ
等
学
ぶ
べ
き
点
が
多
く
と
て
も
有
意
義
な
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
研
修
を
生
か
し
て
い
く
よ
う
努
め
ま
す
。

編集後記

～ 厄介者の恩返し ～

ご機嫌カンパニー

ポロシャツで研修旅行

ささやかな実り

②石の賢治のミュージアム

車も簡単に破砕してしまうドイツ製の機械で日本に

一台しか無いそうです。お値段もびっくり！！！

① まず初めは

環境整備さん

へ

毎年恒例の研修旅行ですが、大いに刺激を受

けて帰ってまいりました。環境整備さんは、日

本に一台しかないという廃棄物処理重機や廃熱

を利用した発電など最新の考えでチャレンジし、

会社一丸となり取り組むその姿勢や熱意に打た

れました。社長の熱が会社全体に浸透している

と感じました。

岩手砕石さんは、非常に硬い岩質に対してク

ラッシャー設備についての工夫について非常に

参考になりました。スパット北上さんはガラス

から砕石を生むその技術に唸らされました。今

後の展開がどうなるのか非常に興味あるところ

です。ということで今年は、また別の視点でか

なり為になる研修旅行であったと思います。

もう一つの目的である社員の懇親は、チーム

ウェアである「ご機嫌カンパニーフクタ」を着

て行ったせいか皆非常にご機嫌で楽しくワイワ

イとバーベキューで盛り上がりました。

さて我が社に振り返って今回の研修旅行をど

う活かしていくか、また「ご機嫌カンパニー」

運動を基本に社員一人ひとりの心を活性化させ

ていきたいと思います。

② 岩手砕石さんへ

今月号は研修旅行のことばかりですいません(笑)

それくらい楽しかったと、ご理解いただければ・・・！

『ころがる石』コラムにも登場している謎の青い軍団・・バスで降りるとこ、

降りるとこ、周りの人にジロジロ見られておりました（汗）でも私は皆の

後姿を愛らしく感じました（＾＾）

③ スパット北上さん まるっとセンターごとうの

５Ｓのアイデアがとても

良かった！我社でも取

り入れたいと思った！

2日目

まず、ＤＶＤにて説明 館内を見学 明かりによって色の変化

社内研修会で軽量骨材の製造

工程を見学させていただいた。

廃ガラスを粉化して、焼成する

方式である。一般的に砕石業では粗骨材、細骨

材の製品群をサイズごとに製造しており、７５

㎛より小さな粒子は乾燥すれば粉じんの、水と

流れ出すと濁水の原因となる厄介者である。

しかし、微粒分にはいろいろな可能性があるこ

とを今回の見学で認識した。調べてみると従来

の路盤、盛土、コンクリートの材料としての土

木材料のみならず、防音、断熱、装飾、園芸、

土壌改良、脱臭、水質浄化等すでに技術が確立

され、商品として流通しているものがある。

機能や性能についての価値を一工夫できるか

どうか。砕石業もそういう時代に入ったのだと

思う。厄介者が孝行する日が来るかもしれない。

プランターのキュウリ、ナス、トマトが実

をつけました。無農薬！無肥料、水やりも時

々忘れられ、しんなりとする危機も乗り越えて、小ぶりだけれ

どしっかりした実になりました。この無邪気なけなげさは自然

の教訓です。

すごい商品スーパーソルを生産中

⇦安でSITEにて説明あり！

スーパーソル

①きらら天文台

2日目は、ただの観光！とはいえ、『石と賢治のミュージアム』というところを見学してきました。案内

の方がきちんとついて説明してくれたので賢治が石が好きだったことや、『雨ニモケズニ』が出来るま

でのことがわかりました。しかし・・・まさかあの賢治が砕石とかかわりがっあったなんて！！！

気仙沼大島も見え橋らしき姿も・・・


